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わが
を
語
る

市
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、 

多
様
な
文
化
と
歴
史
が 

織
り
な
す
ま
ち

　

新
生「
上
田
市
」
は
、
平
成
18
年
に

１
市
２
町
１
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し

ま
し
た
。
北
は「
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
の
聖

地
」
で
あ
る
菅す
が
だ
い
ら平

高
原
、
南
は
雄
大
な

美う
つ
く
し
が
は
ら

ヶ
原
高
原
と
い
う
二
つ
の
自
然
公

園
に
抱
か
れ
た
、
上
田
城
の
城
下
町
を

中
心
と
す
る
長
野
県
東
部
の
都
市
で
す
。

　

か
つ
て「
蚕さ
ん
と都
」
と
う
た
わ
れ
た
ほ

ど
盛
ん
だ
っ
た
蚕
糸
業
で
培
わ
れ
た
技

術
を
生
か
し
、
現
在
で
は
、
精
密
電
気

機
器
な
ど
の
製
造
業
が
地
域
経
済
を
け

ん
引
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
雨
多
照

で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
を
生

か
し
て
、
高
原
野
菜
や
リ
ン
ゴ
を
は
じ

め
と
す
る
果
樹
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

近
年
で
は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
産

地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
近
隣
８
市
町

村
で
広
域
ワ
イ
ン
特
区「
千
曲
川
ワ
イ

ン
バ
レ
ー
東
地
区
」
の
認
定
を
受
け
、

ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
国
武
将「
真
田
氏
」
発
祥

の
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
北
陸
新
幹

線
や
上
信
越
自
動
車
道
に
よ
り
、
首
都

圏
や
北
陸
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良

好
で
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、

映
画
な
ど
の
ロ
ケ
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る

な
ど
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」

の
ま
ち
で
す
。

日
本
遺
産
認
定
と
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　

本
市
で
は
、「
太
陽
」
や「
大
地
」
に

縁
の
あ
る
寺
社
を
含
む
文
化
財
群
が
、

夏
至
の
朝
日
が
照
ら
す
直
線
上（
レ

イ
ラ
イ
ン
）に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
令
和
２
年
６
月
、「
レ

イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ『
太
陽
と
大
地

の
聖
地
』〜
龍
と
生
き
る
ま
ち 

信
州

上
田
・
塩
田
平
〜
」と
題
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
に
よ
り
、
日
本
遺
産
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　

市
と
関
係
団
体
な
ど
で
設
立
し
た

「
上
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
」

を
中
心
に
、
観
光
振
興
、
地
域
活
性

化
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、文
化
財
を
は
じ
め
、地
域
の

歴
史
文
化
、
自
然
風
土
、
産
業
な
ど

に
つ
い
て
市
民
が
触
れ
る
機
会
を
設
け
、

郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
と
い
っ
た

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」を
醸
成
す
る
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら「
信
州
上
田
学
」

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
び
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
に
公
立

大
学
法
人
化
し
た
長
野
大
学
で
の
講
座

や
、
学
生
を
中
心
に
上
田
の
未
来
を
語

り
合
う「
上
田
未
来
会
議
」な
ど
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ 

輝
く
未
来
に
つ
な
が
る 

健け

ん

こ

う幸
都
市

上う

え

だ田
市（
長
野
県
）�
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「
東
日
本
台
風
」災
害
か
ら
の 

復
旧
・
復
興 

〜
上
田
電
鉄 

別
所
線
全
線
開
通
に
向
け
て
〜

　

令
和
元
年
10
月
、
東
日
本
を
中
心
に

広
い
地
域
を
襲
っ
た「
令
和
元
年
東
日

本
台
風
」
は
、
本
市
に
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
に
当

た
り
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
害
は
、道
路
、河
川
、農
林
業
用
施

設
な
ど
広
範
に
及
び
、
中
で
も
市
の
中

央
部
を
流
れ
る
千
曲
川
に
架
か
る
上
田

電
鉄
別
所
線
橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
一
部

崩
落
は
、
地
域
住
民
の
重

要
な
交
通
手
段
を
奪
う
こ

と
と
な
り
、
状
況
は
深
刻
で

し
た
。

　

復
旧
に
向
け
て
、
国
・
県
・

鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
重

ね
、国
か
ら
特
別
な
支
援
を

受
け
る
た
め
、
橋
梁
な
ど
を

市
が
保
有
す
る
こ
と
を
決

断
し
、
工
事
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、い
よ
い
よ
本

年
３
月
28
日
に
、１
年
５
カ

月
ぶ
り
に
全
線
開
通
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
直
後
か
ら
、
多
く
の
市
民
、
鉄

道
フ
ァ
ン
、
被
災
地
を
心
配
し
て
く
だ

る
全
国
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
５
万
筆
を
超
え
る
署

名
、
多
額
の
ご
寄
付
・
義
援
金
な
ど
、
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
ビ
ル
ド
・

バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
の
理
念
の
下
、
復
旧
・

復
興
を
着
実
に
進
め
、
防
災
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
未
来
に
つ
な
が
る
上
田
」を

目
指
し
て

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
５
カ
年
の
第
二

次
上
田
市
総
合
計
画「
後
期
ま
ち
づ
く

り
計
画
」が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
な
ど
の
課
題
に
効
果
的
に
対
応
す

る
た
め「
上
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」と
の
一
体
化
を
図
っ

た
他
、
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
新
た
に「
子
育
て
支
援
」と「
最

先
端
技
術
活
用
」を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
市
の
施

策
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

目
標
を
関
連
付
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
先
端
技
術
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
個
別
計
画
で
あ
る「
上
田

市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
推
進
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
、
産

業
や
公
共
交
通
な
ど
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
す
と
と
も
に
、「
新
し
い
生
活

様
式
」
の
下
で
の
暮
ら
し
方
、
働
き
方

の
変
化
も
踏
ま
え
、
施
策
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
、
社
会
経
済
に
計

り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

先
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
と
い
う
覚
悟
を
持
ち
、
全
国
の

自
治
体
の
皆
さ
ま
と
連
帯
し
て
共
に
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
、
ひ
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
郷
土
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

上田電鉄別所線千曲川橋梁（左は被災直後で、右は復旧工事中）

◆ 

面
積　
　

５
５
２
・
04
㎢

◆ 

人
口　
　

15
万
５
５
９
５
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
８
２
１
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ�

輝
く
未

来
に
つ
な
が
る�

健
幸
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
二
つ
の
自
然
公
園
を
有
し
、

城
下
町
と
蚕
都
の
面
影
を
残
す
、
四
季
折
々

の
風
物
に
彩
ら
れ
た
文
化
と
歴
史
が
織
り
な

す
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
６
日
、
上

田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
に
よ
る

新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
上
田
紬

つ
む
ぎ

、
農
民
美
術
、
松
茸
、

つ
け
ば
料
理
、
そ
ば
、
お
や
き
、
美お

い味
だ
れ

焼
き
鳥
、
う
え
だ
み
ど
り
大
根
、
ワ
イ
ン
、

地
酒

〔
観
光
〕
上
田
城
跡
公
園
、
塩
田
平
、
信
濃

国
分
寺
、
別
所
温
泉
、
鹿か

け

ゆ
教
湯
温
泉
、
菅
平

高
原
、
美
ヶ
原
高
原
、
北
国
街
道
・
柳
町
、

信
州
国
際
音
楽
村

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
・
紅

葉
ま
つ
り
、
上
田
真
田
ま
つ
り
、
岳た

け

の
幟
の
ぼ
り
、

信
州
爆
水
Ｒ
Ｕ
Ｎ�

in�

依よ
だ
が
わ

田
川
、
戸
沢
の
ね

じ
と
馬
引
き
、
と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会

上田市長

土屋陽一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

長野市

上田市
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わが
を
語
る

市
東
京
か
ら
１
時
間
圏
内
の 

自
然
豊
か
な
住
宅
都
市

　

逗
子
市
は
、
神
奈
川
県
の
南
東
部
に

あ
る
三
浦
半
島
の
入
り
口
に
位
置
し
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
保
養

地
と
し
て
多
く
の
著
名
人
に
愛
さ
れ
、

東
京
・
横
浜
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

発
展
し
た
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

小
さ
な
住
宅
都
市
で
す
。

　

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
も
う
一
方
は

相
模
湾
に
面
し
、
遠
浅
で
波
静
か
な
逗

子
海
岸
が
広
が
り
ま
す
。
海
水
浴
場
と

し
て
は
１
０
０
年
以
上
の
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
音
楽
、
砂
浜

で
の
飲
酒
、
入
れ
墨
・
タ
ト
ゥ
ー
の
露

出
な
ど
を
禁
止
し
た〝
日
本
一
厳
し
い
〟

条
例
・
規
則
の
運
用
の
下
、
家
族
連
れ

で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ー
チ
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ

て
ヨ
ッ
ト
や
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内

に
は
高
級
ホ
テ

ル
の
機
能
も
あ

る
マ
リ
ー
ナ
も

あ
り
ま
す
。
ヤ

シ
の
並
木
が
続

く
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
風

の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
は
、
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
若
者
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

逗
子
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

　

本
市
の
歳
入
の
多
く
は
個
人
市
民
税

が
占
め
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

影
響
で
年
々
歳
入
が
減
る
一
方
、
社
会

保
障
費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
、
災
害
対
策
な
ど
取
り
組
む
べ
き

課
題
も
多
く
、
近
年
で
は
財
政
面
で
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
財
政
再
建

を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
法
人
関
係
税
収

入
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
企

業
誘
致
と
起
業
促
進
を
は
じ
め
と
し

た
、「
住
む
ま
ち
」か
ら「
働
き
な
が
ら

暮
ら
せ
る
ま
ち
」へ
の
転
換
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
令

和
元
年
に
は「platform

 ZU
SH

I BIZ

」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
多
様
な
事
業
者

や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
が
参
加
し
、

意
見
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
に
お
い
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
す
。
現
在
、
大
手
通
信
会

社
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
・
福
祉
関
係

な
ど
約
50
企
業
、
四
大
学
な
ど
約
90
の

法
人
お
よ
び
個
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ZU
SH

I BIZ

で
は
、
活
動
の
必
要
性

に
応
じ
て
、
会
員
が
自
主
的
に
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
健
康
医
療
分
野
と
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
二
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
、
市
も

連
携
し
な
が
ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
実

現
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で 

〝
関
係
法
人
〟づ
く
り

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、ZU

SH
I BIZ

の
全
体
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な

住
宅
都
市
か
ら
の
転
換

働
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

逗ず

し子
市（
神
奈
川
県
）�

 

逗
子
市
長
　
桐き

り

が

や

ケ
谷
　
覚さ

と
る

2

インスタ映えで人気のマリーナ周辺
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ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
も
思
う
よ
う
に
進
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
民
間
事
業
者
と
連
携

し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証
実
験
を

開
始
し
ま
し
た
。
市
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
進
め
ば
、
実
際
に
本
市
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
人
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
東
京
ま
で
１
時
間
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
は
じ
め
と

し
た
本
市
の
魅
力
を
、
都
内
の
企
業
な

ど
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
関
係
人
口
だ
け
で
な
く〝
関
係
法

人
〟を
創
出
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
移
住
促
進
や
企
業
誘
致
に

資
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い

生
活
様
式
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
に

　

本
市
に
は
25
〜
39
歳
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
転
入
が
多
く
、
特
に
、
東
京
都
特

別
区
の
う
ち
、
世
田
谷
区
や
品
川
区
な

ど
、
神
奈
川
県
に
近
接
し
て
い
る
エ
リ

ア
か
ら
の
転
入
超
過
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
推
進
さ
れ
、
毎
日
通

勤
す
る
必
要
が
な
く
な
る
な
ど
、
企
業

に
勤
め
る
従
業
員
の
働
き
方
に
変
化
が

生
じ
た
こ
と
で
、
よ
り
住
環
境
に
関
心

が
高
ま
っ
た
結
果
、
本
市
へ
の
移
住
希

望
者
が
さ
ら
に
増
え
、
転
入
超
過
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
本
市
に
は
、
結
婚
や
出

産
を
き
っ
か
け
に
転
入
す
る
人
が
多

い
一
方
、
住
宅
都
市
と
い
う
性
質
上
、

一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
系
の
仕
事
、
職
場

が
乏
し
く
、
子
育
て
世
代
が
働
き
た
い

と
希
望
す
る
仕
事
や
職
場
が
市
内
に

少
な
い
こ
と
か
ら
、
働
く
意
欲
の
あ
る

子
育
て
世
代
の
女
性
へ
の
就
業
機
会

の
提
供
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
世
代
の
希
望
す
る
柔
軟
な

働
き
方
で
は
保
育
所
の
入
所
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
子
ど

も
を
預
け
る
先
が
な
い
た
め
に
仕
事

に
就
け
な
い
と
い
う
悪
循
環
も
見
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
保
育
的
機
能
を

持
っ
た
職
場
を
誘
致
創
設
し
、
子
育
て

し
な
が
ら
も
逗
子
で
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
、「
働
け
る
ま
ち
」と

し
て
の
魅
力
も
高
め
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
企
業
誘

致
や
起
業
促
進
に
も
つ
な
が
る
よ
う

な
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

家族連れでにぎわう逗子海岸海水浴場

官民連携でワーケーションの実証実験

◆ 

面
積　
　

17
・
28
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
９
５
９
８
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
７
７
３
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
青
い
海
と�

み
ど
り
豊
か
な�

平
和
都
市
（
都
市
宣
言
）

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
京
か
ら
１
時
間
で
ア
ク

セ
ス
で
き
る
、
海
あ
り
山
あ
り
の
自
然
豊
か

な
住
宅
都
市

〔
特
産
品
〕
ワ
カ
メ
、
シ
ラ
ス

〔
観
光
〕
逗
子
海
岸
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
逗
子
海
岸
花
火
大
会
、
逗
子

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

逗子市長
桐ケ谷　覚

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

横浜市

逗子市
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わが
を
語
る

市
尾
張
戦
国
武
将
た
ち
の 

青
春
の
舞
台

　

江
南
市
は
愛
知
県
北
西
部
、
清
流
木

曽
川
の
南
岸
に
位
置
し
、面
積
30
・
20
㎢

の
市
域
を
有
す
る
都
市
で
す
。
地
形
は

扇
状
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
全
般
に
平
た

ん
で
、
木
曽
川
の
恵
み
を
受
け
た
肥ひ
よ
く沃

な
土
地
は
、
温
暖
な
気
候
・
風
土
と
相

ま
っ
て
、
暮
ら
し
に
最
適
な
自
然
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
か
ら
20
㎞
圏
に
あ
り
、
公

共
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
は
約
20
分
と

利
便
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
の
都
市
化
が
進
み
、
愛
知

県
尾
張
北
西
部
の
主
要
都
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
を
挟
み
、
岐

阜
県
側
の
地
域
と
の
交
通
結
節
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
は
、
織
田
信
長
や
豊
臣

秀
吉
ら
が
若
き
日
を
過
ご
し
た
青
春
の

舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
、
市
内
に
多
く

の
歴
史
を
残
す
生い
こ
ま駒

家
は
信
長
や
秀
吉

と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
３
代
家い
え
む
ね宗

の

娘
で
あ
る
久
き
ゅ
う
あ
ん
け
い
し
ょ
う
だ
い
ぜ
ん
じ
ょ
う
に

庵
桂
昌
大
禅
定
尼（
戒
名
。

前
野
家
に
伝
わ
る
古
文
書「
武
功
夜
話
」

で
は「
吉き
つ
の乃

」と
い
う
）が
信
長
と
の
間

に
、
嫡
男
信
忠
、
信
雄
、
徳
姫
を
も
う

け
て
い
る
他
、
秀
吉
か
ら
届
い
た
書
状

や
礼
状
な
ど
が
生
駒
家
に
残
る
な
ど
、

こ
の
時
代
を
代
表
す
る
武
将
た
ち
と
は

深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
が
花
ひ
ら
く 

生
活
都
市
。
江
南
市

　

市
内
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
寺

と
し
て
元げ
ん
と
く徳
元
年（
１
３
２
９
年
）に
創

建
さ
れ
た「
曼ま
ん
だ
ら

陀
羅
寺
」が
そ
び
え
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
正

堂
や
書
院
を
は
じ
め
、
多
数
の
文
化
財

を
所
蔵
し
て
お
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

隣
接
す
る
曼
陀
羅
寺
公
園
に
は
、
市
の

花
で
あ
る「
フ
ジ
」
が
早
咲
き
か
ら
遅

咲
き
ま
で
12
種
類
約
60
本
、
紫
・
白
・
紅

と
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
毎
年

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
は

「
こ
う
な
ん
藤
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

フ
ジ
の
他
に
も
、
市
内
で
は
サ
ク
ラ
・

ボ
タ
ン
・
ア
ジ
サ
イ
・
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と

い
っ
た
花
々
が
楽
し
め
る
他
、
国
営
木

曽
三
川
公
園
の
一
つ
で
あ
る「
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
江
南
」
を
は
じ
め
、
市
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
四
季
折
々
の
彩
り
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
年
を
通
じ
て
花
と
緑
豊
か
な
環
境

に
あ
り
な
が
ら
、
公
共
交
通
機
関
で
約

20
分
の
位
置
に
大
き
な
都
市
が
あ
る
。

そ
ん
な「
暮
ら
し
の
中
に
便
利
が
詰

ま
っ
た
ま
ち
」が
江
南
市
で
す
。

　

田
舎
の
良
さ
と
生
活
の
利
便
性
を
併

せ
持
っ
た「
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が

見
つ
か
る
場
所
」と
し
て
、「
暮
ら
し
が

花
ひ
ら
く
生
活
都
市
。
江
南
市
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「 
地
域
と
つ
く
る
多
様
な
暮
ら
し
を 

選
べ
る
生
活
都
市
」の
実
現
に
向
け
て

江こ
う
な
ん南
市（
愛
知
県
）�

 

江
南
市
長
　
澤さ

わ

だ田
和か

ず
の
ぶ延

3

四季折々の花々や緑に囲まれた公園「フラワーパーク江南」

曼陀羅寺正堂を背景に、観光客でにぎわう「こうなん藤まつり」
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生
活
・
産
業
・
文
化
の 

魅
力
が
あ
ふ
れ
、 

選
ば
れ
続
け
る
ま
ち

　

本
市
は
、
平
成
20
年
に「
江
南
市
戦

略
計
画（
第
５
次
江
南
市
総
合
計
画
）」

を
策
定
し
、「
地
域
経
営
」と「
行
政
経

営
」の
二
つ
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
市
民

協
働
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
地
震
・
風
水
害
と
い
っ
た
災

害
対
応
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
進
展
、
市
民
参
加
・
官
民
連

携
の
広
が
り
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
も

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
を

受
け
、
平
成
30
年
に
は
、

初
め
て
人
口
減
少
社
会
を

前
提
と
し
た
総
合
計
画
と

し
て「
第
６
次
江
南
市
総

合
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま

で
本
市
が
培
っ
て
き
た
市

民
協
働
の
仕
組
み
を
基
礎

と
し
て
、
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
経
営
を
実

現
し
、
将
来
像
に
掲
げ
て

お
り
ま
す「
地
域
と
つ
く

る
多
様
な
暮
ら
し
を
選
べ
る
生
活
都

市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
本
市
の
魅
力

や
市
民
の
皆
さ
ま
の
満
足
度
を
高
め
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

新
た
な
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の

創
出
を
目
指
し
て

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に「
布ほ

て
い袋

駅
東
複
合
公
共
施
設
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。
安
心
・
安
全
な
生
活
に

つ
な
が
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ

び
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
創
出
、
財
政
負

担
の
軽
減
を
実
現
す
る
た
め
に
、
官
民

連
携
事
業
に
よ
り
、
布
袋
駅
東
地
区
に

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
複
合

公
共
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
に
は
以
前
か
ら
検
討
を

進
め
て
き
た
、
市
民
か
ら
の
期
待
も
高

い
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
も
組
み
込

む
こ
と
と
し
、
民
間
施
設
や
他
の
公
共

施
設
と
連
携
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な

施
設
整
備
や
子
育
て
支
援
機
能
な
ど
、

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
南
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ

い
と
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
の
交
流
施
設
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
布
袋
駅
前
に
に
ぎ
わ
い
や
交
流
を

創
出
し
、
市
民
の
利
便
性
を
向
上
す
る

た
め
、
令
和
５
年
４
月
の
供
用
開
始
に

向
け
、
公
共
機
能
と
民
間
機
能
が
複
合

し
た「
官
民
複
合
施
設
」
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

依
然
と
し
て
収
束
の
見
込
み
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
感
染
予
防
対
策
や
支
援

策
を
講
じ
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
を
見
据
え
、
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令和5年度の供用開始を目指す「布袋駅東複合公共施設」（イメージ図）

SNSやテレビで話題になった踏切のサングラスをかける「布袋
の大仏」

江南市長

澤田和延

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

名古屋市

江南市

◆ 

面
積　
　

30
・
20
㎢

◆ 

人
口　
　

10
万
２
３
９
人

◆ 

世
帯
数　

４
万
１
７
７
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
地
域
と
つ
く
る
多
様
な
暮

ら
し
を
選
べ
る
生
活
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
木
曽
川
の
恵
み
を
受
け
て

発
展
し
た
扇
状
地
で
あ
り
、
温
暖
な
気
候
・

風
土
で
暮
ら
し
や
す
く
、
交
通
利
便
性
が
高

く
、
住
み
や
す
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
ネ
ギ
（
江
南
越
津
ね
ぎ
）、
ナ
バ

ナ
、
地
酒
、
イ
ン
テ
リ
ア
織
物
、
ハ
ク
サ
イ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
コ
マ
ツ
ナ
、

キ
ャ
ベ
ツ

〔
観
光
〕
曼
陀
羅
寺
、音
楽
寺
、北
野
天
神
社
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
江
南
、
二
子
山
古
墳

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
こ
う
な
ん
藤
ま
つ
り
、
あ
じ

さ
い
祭
り
、
江
南
市
民
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
、

江
南
市
民
花
火
大
会
、
こ
う
な
ん
産
業
フ
ェ

ス
タ
、
北
野
天
神
社
筆
ま
つ
り
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わが
を
語
る

市
魚
の
ゆ
り
か
ご
、
文
教
の
ま
ち

宿
毛
市

　

宿
毛
市
は
、
四
国
の
西
南
端
に
位
置

し
、
全
国
に
先
駆
け
て
桜
前
線
が
上
陸

す
る
温
暖
な
気
候
と
、
海
・
山
・
川
と

い
っ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。

　
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
魚
種

が
豊
富
な
宿
毛
湾
の
魚

は
絶
品
で
あ
り
、
ブ

リ
、
タ
イ
を
中
心
と
し

た
養
殖
業
が
盛
ん
で

す
。
農
林
業
で
は
、
約

84
％
の
森
林
率
を
誇
る

豊
か
な
森
林
が
あ
り
、

オ
ク
ラ
や
イ
チ
ゴ
な
ど

の
農
産
物
が
生
産
さ

れ
、
中
で
も
文
旦
や
小

夏
、
直な
お
し
ち七

と
い
っ
た
か

ん
き
つ
類
は
、
本
市
の
特
産
品
と
し

て
、
全
国
へ
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歴
史
や
文
化
に
お
い
て

も
、
明
治
以
降
の
日
本
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
き
た
偉
人
を
多
く
輩
出
し
た

ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

揺
る
ぎ
な
い「
七
つ
の
理
念
」

　

本
市
は
、
昭
和
29
年
町
村
合
併
促
進

法
施
行
に
伴
い
、
六
つ
の
町
村
が
合
併

し
、
人
口
３
万
２
０
０
０
人
余
り
を
擁

す
る
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
以

来
、
人
口
減
少
が
続
き
、
私
が
市
長
に

就
任
し
た
平
成
27
年
12
月
に
は
、
人
口

が
２
万
１
６
２
０
人
と
な
り
、
市
制
施

行
時
か
ら
の
減
少
率
は
32
・
４
％
と
な

り
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
ま

ち
の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
、「
若

者
に
夢
を
、
高
齢
者
に
生
き
が
い
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
産
業
振
興
」「
観

光
振
興
」「
防
災
対
策
」「
人
口
減
少
対

策
」「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
化
社
会
対

策
」「
文
化
と
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

の「
七
つ
の
理
念
」
に
基
づ
き
、
実
効

性
の
あ
る
政
策
を
全
身
全
霊
で
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

平
成
24
年
に
高
知
県
が
新
た
に
公
表
し

た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
本
市
の
被

害
想
定（
最
大
規
模
の
地
震
発
生
を
想

定
）
に
よ
る
と
、
市
街
地
は
震
度
６
弱

の
揺
れ
と
７
ｍ
程
度
の
津
波
が
発
生

し
、
さ
ら
に
地
盤
が
２
・
４
ｍ
沈
降
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

「
自
助
」や「
共
助
」の
意
識
醸
成
や
活

動
へ
の
助
成
に
取
り
組
み
、「
公
助
」と

し
て
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
津
波
か
ら

「
命
を
守
る
」対
策
、
助
か
っ
た「
命
を

つ
な
ぐ
」対
策
、
復
旧
・
復
興
期
に
お
け

る「
生
活
を
立
ち
上
げ
る
」対
策
な
ど
、

短
期
だ
け
で
な
く
中
長
期
的
な
視
点
の

下
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る

各
種
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

も
の
か
ら
高
台
移
転
を
検
討
・
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
老
朽
化
が
著

し
い
市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
復

旧
・
復
興
の
司
令
塔
と
な
る「
災
害
に

強
い
庁
舎
」
と
な
る
よ
う
、
令
和
４
年

完
成
に
向
け
、
新
庁
舎
建
設
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
や
地
域
防
災
計
画
の
全
面
改
訂
、
国

土
強き
ょ
う
じ
ん靱
化
地
域
計
画
の
策
定
を
計
画

し
て
お
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
全
面
サ
ポ
ー
ト

　

本
市
で
は「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
や「
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」「
子
育
て
支
援
室
」の
配
置
に

加
え
、
保
育
園
や
学
校
な
ど
各
種
機
関

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
期

人
が
輝
き
自
然
と
生
き
る
共
感・共
創
の
ま
ち

〝
宿
毛
〟 

〜
ま
ち
、
ひ
と
、
未
来
の
た
め
に
〜

宿す

く

も毛
市（
高
知
県
）�

 

宿
毛
市
長
　
中な

か
ひ
ら平

富と
み
ひ
ろ宏

4

明治22年に建築された「宿毛まちのえき�林邸」
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か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ
て
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
医
療
費
に

つ
い
て
も
16
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
無
料
化
す
る
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
宿
毛
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の

特
性
や
複
雑
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
上
で
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
本
格
的
な
地
方
創
生
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
す
。
そ

こ
で
、本
市
の
大
き
な

魅
力
で
あ
る
海
・
山
・

川
と
い
っ
た
自
然
・
体

験
型
観
光
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
釣
り
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、

令
和
２
年
は
日
本
初

と
な
る
、
高
さ
72
ｍ
の

ダ
ム
の
壁
面
を
利
用

し
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を
国
と
連
携

し
て
整
備
し
ま
し
た
。
地
上
約
63
ｍ
の

場
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ス
リ
ル
満

点
の
コ
ー
ス
を
体
感
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
を
市

民
の
皆
さ
ま
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
維
持

は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
31
年
３
月
に
、「
宿

毛
市
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

相
手
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
自
転
車

競
技
合
宿
に
来
て
い

た
だ
く
な
ど
、
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
に

向
け
サ
イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、教
育
文
化
向

上
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
自
転
車
は「
密
」

を
避
け
て
利
用
で
き

る
ツ
ー
ル
で
す
。
今
後

は
、子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
自
転
車
に

触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、
自
転
車
や
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
を

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
に
し
て
い

く
と
と
も
に
、ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
徹
底

や
将
来
的
な
市
民
の
生
活
の
質
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、「
コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負

け
な
い
」健
康
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
、
人
、
未
来
の
た
め

に
、
そ
し
て「
人
が
輝
き
自
然
と
生
き

る
共
感
・
共
創
の
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

島の宝100景にも選定されている「沖の島」

自転車を活用したまちづくりを推進

宿毛市長

中平富宏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

◆ 

面
積　
　

２
８
６
・
20
㎢

◆ 

人
口　
　

１
万
９
８
９
６
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
６
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
が
輝
き
自
然
と
生
き
る

共
感
・
共
創
の
ま
ち
〝
宿
毛
〟

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
宿
毛
湾
の
豊
富
な
水
産
資

源
と
、
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
歴
史

や
文
化
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
カ
ツ
オ
、
ブ
リ
、
タ
イ
、
キ
ビ

ナ
ゴ
、
サ
ン
ゴ
、
文
旦
、
小
夏
、
温
州
み
か

ん
、
直
七
、
イ
チ
ゴ
、
オ
ク
ラ

〔
観
光
〕
沖
の
島
・
鵜う

ぐ
る
し
ま

来
島
、
出い
で
い
お
う
け
つ

井
甌
穴
、

四
国
霊
場
三
十
九
番
札
所�

延
光
寺
、
宿
毛

ま
ち
の
え
き�

林
邸
、
宿
毛
歴
史
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
、
野
菜

祭
り
（
ヤ
ー
サ
イ
）、
宿
毛
マ
ラ
ソ
ン
、
す

く
も
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

宿毛市

高知市


